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はじめに

今回我々が調査を行った斜里地方は、海岸か ら、

山岳部までの距離が他の地域に比べ比較的短 く、

オホーツク海沿岸特有の植生 と山岳地帯の植生が

い りまじった植生を示 している。この様な環境の

中で、地表性甲虫の分布はどの様になっているの

か興味をもった。更に数年前、我生物部の先輩たち

が斜里地方の海岸部を中心 に地表性 甲虫の調査 を

行 っている(斜 里高校生物部、1979、1980、1981、

1982)。 しか し、当時の調査では山岳部までは行わ

れていないことか ら、前回の調査の継続 という意

味も含めて今回の調査を実施 した。

調 査 方 法 と調 査 期 間

採 集 はベ イ ト トラ ップ 法 を用 い た 。 トラ ップ に

は ジ ュ ー ス の 空 缶 の 上 面 をあ け て使 用 し、 地 面 と

水 平 に な る よ う に埋 設 した 。 ま た トラ ップ の 中 に

雨 水 や 落 葉 が 入 る の を 防 ぐた め に 、10cm四 方 の ベ

ニ ヤ 板 と フ ィル ム ケ ー ス 、 割 りば し を利 用 して 屋

根 をつ け た 。 また 雨 水 が 空 缶 の 中 に 溜 ま らな い よ

う に下 面 もあ け 、 金 網 をは っ た。

甲虫 を誘 引 す る た め に 、 トラ ップ に腐 肉 又 は 糖

密 を入 れ た 。 糖 密 の成 分 は 黒 砂 糖40%、 水40%を

煮 こみ そ れ に エ タ ノ ー ル10%、 ハ チ ミッ 、 酢 酸 、

黒 ビ ー ル を 少 量 つ つ 加 え た もの で あ る。

各 調 査 地 点 に は10個 の トラ ップ を設 置 した 。 ト

ラ ッ プ の配 置 は 、5個 ず つ2列 に4m間 隔 で 、 腐

肉 を入 れ た トラ ップ と糖 密 を 入 れ た トラ ップ を互

い 違 い に並 べ た 。

トラ ップ 設 置 期 間 は7月20日 ～27日 、7月27日

～8月3日
、8月3日 ～8月10日 で 、 計3回 の 調

査 を行 っ た 。

調査地点

調査地点は7地 点である(図1)。 汀線より約

100m内 陸の海岸草原から、斜里岳山岳部のハイマ

ツ帯 まで、直線距離に して約20km、標高差約1,200

mの 範囲内に調査地点を設けた。各調査地点の環

境は次の通 りである。

●A地 点(海 岸草原 .標 高10m)

線路 と道路に庶断された凹地である。植生は高

木がなくハマニ ンニクの群生地帯で、他にエゾヨ

モギ、ハマナスなどもみられた。

●B地 点(海 岸林.標 高5m)

砂丘の下った ところでハ リギリ、 ミズナラ、カ

シワなどの高木が多 く、イタヤカエデなどの低木

もみ られた。林床植物はマイヅルソウ、クマイザ

サが大部分 を占め、その他シダ類などもみられた。

この地点は高木の密度が低 く、また倒木がよくみ

られた。

●C地 点(広 葉樹林帯.標 高10m)

畑にはさまれた防風林である。旧湿地帯でヤチ

ダモが多い。他にハルニレ、カツラ等 もみられる。

林相植物は、 トクサ、オニシモツケ、クマイザサ、

シダ類がみられる。

図1.調 査地点位置図
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●D地 点(広 葉 樹 林 帯.標 高250m)

尾 根 上 に位 置 し川 と畑 に は さ ま れ て い る。 倒 木

が 数 本 み られ 、 オ ヒ ョウ 、 ハ ウチ ワ カ エ デ な どの

高 木 が 目立 つ 、う っ そ う と した森 林 で あ る。林 床 植

物 は ク マ イザ サ が大 部 分 を 占 め 、 一 部 に ツ タ ウ ル

シ等 もみ られ た。

●E地 点(針 広 混交 林 帯.標 高400m)

尾 根 沿 い の 緩 斜 面 で 倒 木 が 多 くみ られ た 。 ダ ケ

カ ンバ 、 ナ ナ カ マ ドが 大 部 分 を 占め 、他 に ト ドマ

ツ、 エ ゾ マ ツ もみ られ た 。 林 床 植 物 は ク マ イザ サ

が 最 も優 占 して い る 。

●F地 点(針 広 混 交 林 帯 .標 高700m)

渓 谷 の緩 斜 面 に位 置 し、 倒 木 が す こ し 目立 つ 。

ダケ カ ンバ 、ト ドマ ツか らな り、ダケ カ ン バ は 高 さ

20mを 超 え る もの が 多 い 。 他 に ナ ナ カマ ド、 ハ リ

ギ リ、 ミズ ナ ラ な ど もみ られ る。 林 床 植 物 は チ シ

マ ザ サ が 大 部 分 を 占 め 、他 に シ ダ類 、 マ イ ヅ ル ソ

ゥ 、 エ ン レイ ソ ウ もみ られ た 。

●G地 点(ダ ケ カ ンバ 帯 .標 高800m)

渓 流 の 斜 面 に位 置 し、 急 斜 面 に な っ て い る。 ダ

ケ カ ンバ が 多 く、ケ ヤ マ ハ ン ノ キ 、ハ ウ チ ワ カエ デ

等 も一 部 にみ られ た 。 林 床 植 物 は ク マ イ ダサ 、 シ

ダ類 、 エ ン レ イ ソ ウ、 オニ シ モ ツケ が み られ た 。

●H地 点(ダ ケ カ ンバ ー ハ イ マ ッ帯 .標 高1,100m)

尾 根 上 の 平 ら な面 に 位 置 し、 ダケ カ ンバ が 多 く

つ い で ハ イマ ツ 、 ウ コ ン ウ ツ ギ等 と続 く、 こ こは

ダケ カ ンバ 帯 とハ イ マ ツ帯 の 境 で あ る。 林 床 植 物

は クマ イザ サ が 群 生 して お り、 シ ダ類 、 マ イ ヅ ル

ソ ウ もみ られ る 。 林 床 植 物 は 単 純 で は あ るが 密 生

して い た 。

●1地 点(ハ イ マ ッ帯 .標 高L230m)

尾 根 の 南 側 の 斜 面 に位 置 し岩 場 もみ られ る。 ハ

イマ ツ が 多 く一 部 に タ カ ネ ナ ナ カマ ド、 ウ コ ン ウ

ッ ギ等 もみ ら れ る。 林 床 植 物 は コケ モ モ が 群 生 し

て お りそ の 中 に ゴ セ ン タチ バ ナ 、 リ ン ネ ソ ウ もみ

られ る。

調 査 結 果 及 び 考 察

今 同 の 調 査 で 採 取 さ れ た 甲虫 は 、12科69種1,100

個 体 を超 え た(表1)。

種 の 同 定 に は(中 根 猛 彦 ら、1984)(中 根 猛 彦 、

1985)(中 根 猛 彦 、1980)(田 辺 秀 男 ら、1979)

(田 中 秀 男 ら、1980)を 用 い 、 ハ ネ カ ク シ科 、 ゴ

ミム シ科 な ど 同定 の 難 しい31種 につ い て は 、 層 雲

峡 博 物 館 の 保 田信 紀 氏 に 同定 をお 願 い した 。

科 別 の種 類 数 で は ハ ネ カ ク シ 科28種 、 ゴ ミム シ

表1.地 表性甲虫の地点別捕獲数

科 名 種 名 地点別捕獲数 総
数A B C D E F G H 1

オ サ ム シ 科 セダカオサムシ 1 1 7 5 1 2 17

コブスジアカガネオサムシ 1 4 2 1 1 9

ダィセツオサムシ 1 1 2

エゾクロナガオサムシ 1 2 1 4

アイヌキンオサムシ 2 30 5 37

エゾマイマイカブリ 2 1 1 4

ヒメクロオサムシ 1 8 2 10 12 3 1 37

ゴ ミ ム シ 科 キンナガゴミムシ 1 1

エゾマルガタナガゴミムシ 1 17 1 9 6 2 2 38

マルガタナガゴミムシ 2 1 1 4

エ ゾナガゴミムシ 2 24 7 18 7 4 62

コガシラナガゴミムシ 1 1

マルガタツヤヒラタゴミムシ 1 1

マルコガシラナガゴミムシ 1 1

アトマルナガゴミムシ 3 4 1 2 5 1 16

ハラアカモリヒラタゴミムシ 1 五

クロッヤゴモクムシ 2 1 3

ウスアカゴモクムシ 2 1 5 8

コガシラアオゴミムシ 1 1

コヨツボシゴミムシ 3 3

エゾキンナガゴミムシ 1 1

エサキマルキバゴミムシ 1 1

アシミゾヒメヒラタゴミムシ 5 5

クロスカタキバゴミムシ 1 1

ゴミムシSP1 1 1

シ デ ム シ 科 ヒメクロシデムシ ll 13 24

カラフトマエモンシデムシ 1 1 2

ヒラタシデムシ 60 12 12 18 3 1 106

クロヒラタシデムシ 1 1

ハ ネ カ ク シ 科 ムネビロハネカクシ 1 1

カタモンハネカクシ 1 1

ヒメクロハネカクシ 3 1 1 2 2 ユ lo

サビハネカクシ 1 工

ウミベアカバハネカクシ 1 1

オオアカバハネカクシ 2 2

ニセセミゾハネカクシ 9 21 30

アカバツヤムネハネカクシ 1 1

フタモンヒゲブトハネカクシ 13 13

ハネカクシsPl 21 2 39 3 65

SP2 2 2

SP3 1 77 78

SP4 1 19 20

SP5 1 4 1 6

SP6 1 1

SP7 1 1

SP8 1 1

SP9 1 1

SP1〔〕 5 2 7

sPl1 ユ 1

SP12 1 1

SPユ3 4 lo 14

SP14 20 1 21

SPユ5 1 1

SP16 1 6 7

SP17 2 2

SP18 1 1

SPI9 2 2

コ メ ツ キ 科 サビキコリ 1 1

コメツキSPI 1 3 1 5

ゾ ウ ム シ 科 クワヒョウタンゾウムシ 1 1

ケブカヒメカタゾウムシ 1 1

チ ビ シデ ム シ 科 チビシデムシSPt 1 3 3 2 2 6 27 330 16 39(1

セ ンチ コ ガ ネ 科 センチコガネ 5 1 lo 2 4 22

ア カ ハ ネ ム シ 科 アカハネムシ 1 1 2

エ ン マ ム シ 科 コエンマムシ 4 4

タマキ ノコムシ科 タマキノコムシSPl 2 6 8
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科18種 、オサムシ科7種 、シデムシ科4種 、コメッ

キ科、ゾウムシ科各2種 、セ ンチ コガネムシ科、

アカハネムシ科、チビシデムシ科、タマキノコム

シ科、エンマムシ科各1種 の順であった。

種類構成 は歩行虫類(オ サムシ科、ゴミムシ科)

と、ハ ネカクシ科ではほとんど占められてお り、

個体数も比較的多いことから斜里地方における代表

的な甲虫類といえる。

A地 点:優 占する科はシデムシ科で次にハネカ

クシ科 と続 く、優占種はヒラタシデムシで採取個

体数の約半数近 くを占めた。 この地点は種類数、

個体数 ともに比較的多 く採取 された。中でもオサ

ムシ科は全調査地点で採取された8種 のうちアイ

ヌキンオサムシをのぞ くすべての種がみ られた。

シデムシ科はヒラタシデムシのみが採取された。

B地 点:優 占する科はゴミムシ科、ハネカクシ

科、シデムシ科と続 く。優 占種はエゾマルが タナ

ガゴミムシ、ヒラタシデムシの順である。 ゴミム

シ科、ハネカクシ科についてはA地 点と比較 して

種類構成が異 っている。

C地 点:優 占する科はハネカクシ科で他の科 よ

りも圧倒的に多 く採取された。優占種はハネカク

シSP14で ある。この地点からハネカクシ科の種

類数、個体数が増加 してきている。

D地 点:優 占する科はハネカクシ科、ゴミムシ

科 と続 く、優占種はエゾナガゴミムシ、ハネカク

シSP4、 ヒラタシデムシと続 く。

E地 点:優 占する科はゴミムシ科で半数を占め

ている。優 占種はエゾマルガタナガゴミムシ、エ

ゾナガゴミムシである。他の地点に比べ極端に種

類数、個体数が少な く、持にハネカクシ科の減少

が著 しい。各調査地点に トガリネズ ミの トラップ

を同時にかけていたが、この地点では トガリネズ

ミが多 く捕獲されていることから、甲虫が トガリ

ネズ ミに捕食される率が高かったと考えられた。

F地 点:優 占する科はハネカクシ科が半数以上

を占めている。優占種はハネカクシSP4で 圧倒

的に多 くみられる。ハネカクシ科は個体数は多か

ったが種類数が少なくなっている。

G地 点:優 占する科はハネカクシ科で半数を占

めている。優 占種はハネカクシSP1と なってい

る。この地点では優占する科の順位は、オサムシ

科がゴミムシ科をぬ き又、チビシデムシ科 も採取

個体数が多い。

H地 点:優 占する科はチビシデムシ科である。

この科はチ ビシデムシSPlの1種 のみで、今回

図2.地 点別種類数

の調査で最 も多 く採取 された種である。 ゴミムシ

科、ハネカクシ科は種類数、個体数とも少な くオ

サムシ科の個体数が多くみられた。

1地 点:優 占する科はチビシデムシ科で優 占種

はチビシデムシSP1で ある。チビシデムシ科と

オサムシ科をのぞ く他の科はほとんど採取 されな

かった。

以上の結果 をまとめると調査地点の標高が上が

るにつれて甲虫の種類数が減少する傾向がみ られ

た。科毎の種類数の変化 を比較するとゴミムシ科、

ハネカクシ科では標高が上がるにつれ減少傾向が

み られたが、オサムシ科では、はっきりとした傾

向がみられなかった(図2)。

主な4つ の科について調査地点毎の個体数の変

化 について図3に まとめた。オサムシ科は標高が

高いほど個体数が多い傾向だった。他はF地 点よ

り標高が高い地点では減少する傾向がみられたが、

他の地点では、ばらつ きが多 くはっきりした傾向

は解 らなかった。

種毎の調査地点別分布に着 目すると、ヒメクロ

オサムシは亜高山帯に多 く生息し、アイヌキンオ

サムシは高山帯に多 く生息するといった近縁種問

での棲み分けがみ られた。同様に、ヒメクロシデ

ムシは亜高山帯から高山帯にかけて多 く生息 し、

ヒラタシデムシは海岸草原から平野にかけて多 く

生息 していた(図4)。

また、ヒメクロハ ネカクシ、センチコガネのよ

うにF地 点(標 高700m)ま でに分布の限られる
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図4.主 要6種 の調査地点別分布
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種 もあった。チビシデムシSP1は 海岸か ら高山

までの全調査地点にみ られたもののH地 点に特に

多 く、採取個体数の約85%を 占めた。アイヌキンオ

サムシでは採取個体数の全てがG地 点(標 高800

m)以 上であった。このように種によって、標高

に応 じた植生の変化 にともなう分布の違いがみ ら

れた。

今後の課題

オサムシ科、ゴミムシ科、シデムシ科の中から

今回多 く採取 されたもののみを対象に、環境 との

関連を踏 まえて近縁種同士の棲み分けを調べてい

きたい。
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